
165 平成29年8月1日発行平成29年8月1日発行

　政務活動費は、会派や議員が行う調査研究費などの議員活動に充て

ることができ、本市議会では、月額１万円、１２ヵ月分を一括交付する

もので、交付に当たっては収支報告書の提出が義務付けられています。

平成２８年４月～平成２９年３月

会派名・議員名 高志会 市民創風 公明党 社会民主党 日本共産党 村上亨 合計鈴木和夫

10
10

1 1 1 1 251

1,200,000

1,200,000

745,140

456,776

1,201,916

0

1,230,000

1,230,000

766,038

433,858

65,132

1,265,028

0

120,000

120,000

123,060

8,569

1,600

133,229

0

120,000

120,000

135,508

135,508

0

120,000

120,000

205,126

205,126

0

120,000

120,000

0

120,000

3,030,000

3,030,000

1,511,178

123,060

1,095,760

92,754

238,820

3,061,572

120,000

120,000

120,000

19,053

101,712

120,765

0

交付金

調査研究費

研修費

広報費

広聴費

要望・陳情活動費

会議費

資料作成費

資料購入費

人件費

事務所費

政務活動費残額

主な使用内容

計

計

所 属 議 員 数

※議会のホームページでも政務活動費の収支報告を掲載しています。

収
入

支

　
　
　
　
　出

（視察・要望）

・小田原市

・国会議員

（広報費）

・会派報発行

（視察）

・海南市

・松阪市

（広報費）

・会派報発行

（研修）

セミナー参加

・大阪府

・東京都

（広報費）

・会派報発行

（資料購入費）

・書籍購入

（資料購入費）

・書籍購入

平成２８年度 由利本荘市議会の

政務活動費の収支を報告します

（単位：円）

※残額分は市に返還し、交付額を超える支出については、各会派及び議員が負担しています。

（年度途中１名

逝去により１１名

から１０名に）（人）

政
務
活
動
費
一
覧

市　名 政務活動費（月額）

由利本荘市

秋　田　市

能　代　市

横　手　市

大　館　市

男　鹿　市

湯　沢　市

１万円

１０万円

１万円

１万円

１万５千円

※１０万円

５千円

市　名 政務活動費（月額）

鹿　角　市

潟　上　市

大　仙　市

北 秋 田 市

に か ほ 市

仙　北　市

５千円

交付なし

１万５千円

交付なし

１万円

１万円

※男鹿市のみ年額

　小
規
模
畜
産
農
家
の

　支
援
に
つ
な
が
る
か

Ｑ
．
秋
田
由
利
牛
生
産
基
盤
整

備
事
業
基
金
の
設
置
と
特
別
導

入
事
業
基
金
の
廃
止
に
つ
い
て
、

新
た
な
基
金
に
Ｊ
Ａ
は
出
資
し

な
い
よ
う
だ
が
。

Ａ
．
特
別
導
入
事
業
基
金
は
近

年
活
用
実
績
が
皆
無
と
な
っ
て

お
り
、
廃
止
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
新
た
に
所
得
確
保
並
び
に
担

い
手
の
育
成
と
確
保
を
目
的
と

し
た
、
秋
田
由
利
牛
生
産
基
盤

整
備
事
業
基
金
を
設
置
す
る
。

　
特
別
導
入
事
業
基
金
の
廃
止

に
当
た
り
、
県
と
Ｊ
Ａ
の
出
資

分
を
返
還
す
る
が
、
新
規
設
置

の
秋
田
由
利
牛
生
産
基
盤
整
備

事
業
基
金
に
、
県
と
Ｊ
Ａ
の
出

資
は
な
い
。

　
基
金
に
よ
る
助
成
事
業
と
し

て
Ｊ
Ａ
が
大
内
地
域
の
豚
肥
育

事
業
で
使
用
し
て
い
た
豚
舎
を

肉
用
牛
の
周
年
預
託
施
設
と
し

て
整
備
し
、
農
家
の
規
模
拡
大

を
支
援
す
る
。

　山
菜
ビ
ジ
ネ
ス
事
業

　の現
状

Ｑ
．
山
菜
ビ
ジ
ネ
ス
の
売
り
上

げ
が
好
調
の
よ
う
だ
が
、
実
施

し
て
み
て
の
課
題
は
。

Ａ
．
山
菜
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
で

生
産
者
が
出
荷
連
携
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
に
よ
る
リ
レ
ー

出
荷
が
で
き
る
長
所
が
あ
る
が
、

課
題
は
、
今
春
の
融
雪
の
遅
れ

か
ら
出
荷
時
期
の
調
整
が
つ
か

な
か
っ
た
こ
と
、
出
荷
先
に
よ

る
個
別
の
規
格
に
対
応
で
き
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　八
塩
い
こ
い
の
森

　　

　パー
ク
ゴ
ル
フ
場

        

　５４
ホ
ー
ル
に

Ｑ
．パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
使
用
料

の
変
更
理
由
は
。

Ａ
．
平
成
２３
年
に
使
用
料
を
統

一
し
た
が
、
今
秋
に
八
塩
い
こ

い
の
森
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
５４

ホ
ー
ル
と
な
る
こ
と
か
ら
、
ほ

か
の
３６
ホ
ー
ル
の
施
設
と
整
合

を
図
る
た
め
、
全
施
設
共
通

シ
ー
ズ
ン
券
も
含
め
、
９
月
１

日
か
ら
使
用
料
を
変
更
す
る
。

　
（
仮
称
）
木
の
お
も
ち
ゃ

　美術
館
の
進
捗
は

Ｑ
．
平
成
３０
年
７
月
の
オ
ー
プ

ン
へ
向
け
て
の
現
況
は
。

Ａ
．
各
ブ
ー
ス
の
計
画
も
進
ん

で
お
り
全
体
像
が
見
え
て
き
た
。

車
体
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
内
装
を

木
質
化
し
た
お
も
ち
ゃ
列
車
の

整
備
計
画
も
由
利
高
原
鉄
道
と

協
議
を
重
ね
進
め
て
い
る
。

Ｑ
．市
民
へ
の
周
知
や
参
画
の
推

進
は
。

常

　任

委
員
会

そ
の
周
知
と
相
談
業
務
実
績
は
。

Ａ
．
平
成
２９
年
４
月
、
５
月
の

２
カ
月
間
で
、
６５
カ
所
に
て
周

知
活
動
を
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
訪
問
２
６
６
件
、
電

話
２
４
８
件
、
来
所
１
３
８
件

の
相
談
業
務
を
行
い
、
拡
充
し

た
効
果
が
現
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

Ａ
．
１６
カ
所
で
地
域
住
民
へ
の

説
明
会
を
実
施
し
た
ほ
か
、
お

も
ち
ゃ
学
芸
員
の
募
集
や
講
習

会
、
誕
生
祝
い
品
製
作
講
習
会

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

産
業
経
済

　拡
充
し
た
地
域
包
括

　支
援
セ
ン
タ
ー

Ｑ
．
市
役
所
本
庁
舎
内
に
中
央

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
矢

島
総
合
支
所
内
に
南
部
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。

の
資
質
能
力
向
上
の
た
め
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
７
月
に
は
公
開
研
究
会

を
開
催
し
授
業
提
示
を
行
う
。

　アク
テ
ィ
ブ
・

　ラー
ニ
ン
グ
へ
向
け
て

Ｑ
．
取
り
組
み
の
状
況
は
。

Ａ
．
西
目
小
・
中
学
校
が
県
の

実
践
フ
ィ
ー
ル
ド
校
と
し
て

「
新
た
な
学
び
に
関
す
る
教
員

赤ちゃんの「ハイハイひろば」イメージ図

５４ホールになる八塩いこいの森パークゴルフ場

※
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は

　児
童
生
徒
た
ち
が
主
体
的
に
、

仲
間
と
協
力
し
な
が

ら
課
題
を
解
決
す
る

よ
う
な
指
導
・
学
習

方
法
の
こ
と
。

９月１６日（土）、
１７日（日）は「パーク
ゴルフ東北交流会in
八塩」の開催が予定
されています。

八塩パークゴルフ場使用料

１人１日につき

１人１日につき

全施設共通回数券

（１日利用券１１枚綴り）

全施設共通

シーズン券

１セットにつき

500円

250円

5,000円

16,600円

200円

小人
（中学生

以下）

大人

用具

（９月１日から適用）
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去
る
５
月
１８
日
、「
東
北
日
本
海
沿

岸
市
町
村
議
会
協
議
会
総
会
」
が
関
係

者
ら
約
４０
人
が
出
席
し
て
市
内
の
ホ
テ

ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ら
が
前
年
度

の
活
動
状
況

を
報
告
し
た

後
、
役
員
改

選
が
行
わ

れ
、
会
長
に

鈴
木
和
夫
由

利
本
荘
市
議

会
議
長
が
選

出
さ
れ
ま
し

た
。

　
続
く
議
事
で
は
、
日
本
海
沿
岸
東
北

自
動
車
道
の
建
設
促
進
と
、
羽
越
本
線

の
整
備
促
進
・
高
速
化
推
進
に
関
す
る

２
件
の
要
望
書
案
が
承
認
さ
れ
た
後
、

鈴
木
会
長
か
ら
来
賓
一
人
ひ
と
り
に
要

望
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
事
で
は
国
土
交
通
省
や
財

務
省
、
地
元
選
出
国
会
議
員
、
自
由
民

主
党
へ
の
要
望
行
動
を
行
う
事
業
計
画

案
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
鈴
木

会
長
以
下
会
員
ら
一
行
が
、
８
月
１
日

と
２
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
直
接
訪

問
し
て
強
く
要
望
す
る
予
定
で
す
。

　
引
き
続
き
、
同
会
場
で
講
演
会
が
行
わ

れ
、
秋
田
県
観
光
連
盟
観
光
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
の
鈴
木
郁
夫
氏
が
、「
高
速
交
通
網

の
整
備
と
観
光
振
興
」
と
題
し
て
講
演
、

本
市
市
議
会
議
員
ら
も
聴
講
し
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
最
近
の
観
光
の
特
徴
や
地

域
の
観
光
の
分
析
、
誘
客
の
た
め
P
R
の

重
要
性
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
観
光
振
興
を
高
速
交
通
の
整

備
だ
け
に
頼
ら
ず
、
地
域
を
見
直
し
て

観
光
資
源
を
発
掘
す
る
こ
と
も
必
要
と

力
説
さ
れ
、
具
体
的
に
本
市
の
芋
川
桜

づ
つ
み
を
観
光
資
源
と
し
て
開
発
、
活

用
す
る
こ
と
を
提
言
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
ら
は
、
メ
モ
を
と
る
な
ど
し

て
熱
心
に
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、
日
本
海
沿

岸
東
北
自
動
車
道
の
建
設
促

進
と
、
羽
越
本
線
の
新
幹
線

化
や
複
線
化
な
ど
の
整
備
促

進
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る

も
の
で
、
秋
田
、
山
形
、
新

潟
３
県
の
関
係
す
る
１７
の
市

町
村
議
会
で
組
織
、
本
市
で

は
６
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
す
。

　
総
会
に
は
、
会
員
の
市
町

村
議
会
議
長
の
ほ
か
来
賓
と

し
て
長
谷
部
由
利
本
荘
市
長

や
、
本
県
選
出
の
国
会
議
員

の
秘
書
、
地
元
選
出
の
秋
田

県
議
会
議
員
、
国
土
交
通
省

東
北
地
方
整
備
局
秋
田
河
川

国
道
事
務
所
長
、
秋
田
県
由
利
地
域
振

興
局
総
務
企
画
部
長
ら
が
出
席
し
ま
し

た
。

　
総
会
で
は
、
各
県
代
表
の
市
議
会
議
長

高
速
交
通
体
系
の
整
備
促
進
を

来賓へ要望書を手渡す鈴木会長

講師へ質問する参加者

鈴木氏による講演

●
県
観
光
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
講
演

「
東
北
日
本
海
沿
岸

　
　市
町
村
議
会
協
議
会
総
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　本
市
で
開
催

総会で挨拶をする鈴木議長

鈴木氏は、本市出身で株式会社ＪＴＢ
から今年１月に同観光連盟に出向し、
県内の観光素材の発掘と商品化、情
報発信などを担当されています。

　分
譲
宅
地
の

　　販
売
促
進
戦
略
は

Ｑ
．
売
れ
残
っ
て
い
る
分
譲
宅

地
の
販
売
戦
略
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
考
え
な

の
か
。

Ａ
．
全
体
の
約
30
％
が
売
れ

残
っ
て
い
る
が
、
移
住
定
住
の

促
進
、
昨
今
の
土
地
価
格
の
下

落
、
今
後
の
財
産
管
理
な
ど
を

総
合
的
に
考
慮
し
、
不
公
平
感

が
出
な
い
よ
う
な
価
格
見
直
し

を
行
い
、
販
売
促
進
を
図
っ
て

い
く
。

　
（
仮
称
）
木
の
お
も
ち
ゃ

　美術
館
の
進
捗
は

Ｑ
．
平
成
３０
年
７
月
の
オ
ー
プ

ン
へ
向
け
て
の
現
況
は
。

Ａ
．
各
ブ
ー
ス
の
計
画
も
進
ん

で
お
り
全
体
像
が
見
え
て
き
た
。

車
体
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
内
装
を

木
質
化
し
た
お
も
ち
ゃ
列
車
の

整
備
計
画
も
由
利
高
原
鉄
道
と

協
議
を
重
ね
進
め
て
い
る
。

Ｑ
．市
民
へ
の
周
知
や
参
画
の
推

進
は
。

常

　任

委
員
会

　笹
子
の
土
砂
崩
落

　　　　　　　
へ
の
対
処
は

Ｑ
．
鳥
海
地
域
笹
子
地
内
の
土

砂
崩
落
災
害
の
復
旧
と
補
償
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
復
旧
に
向
け
て
調
査
設
計

業
務
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
お

り
、
８
月
下
旬
に
復
旧
工
事
に

着
手
し
て
降
雪
前
の
工
事
完
成

を
目
指
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
被
害
者
宅
の
補
償
に

つ
い
て
は
、
調
査
を
実
施
中
で

あ
り
、
結
果
が
ま
と
ま
り
次
第
、

当
事
者
と
協
議
し
て
い
く
。

常

　任

委
員
会

崩落現場の現地調査をする総務常任委員

そ
の
周
知
と
相
談
業
務
実
績
は
。

Ａ
．
平
成
２９
年
４
月
、
５
月
の

２
カ
月
間
で
、
６５
カ
所
に
て
周

知
活
動
を
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
訪
問
２
６
６
件
、
電

話
２
４
８
件
、
来
所
１
３
８
件

の
相
談
業
務
を
行
い
、
拡
充
し

た
効
果
が
現
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

Ａ
．
１６
カ
所
で
地
域
住
民
へ
の

説
明
会
を
実
施
し
た
ほ
か
、
お

も
ち
ゃ
学
芸
員
の
募
集
や
講
習

会
、
誕
生
祝
い
品
製
作
講
習
会

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

教
育
民
生

委員会審査報告

総

　務

　拡
充
し
た
地
域
包
括

　支
援
セ
ン
タ
ー

Ｑ
．
市
役
所
本
庁
舎
内
に
中
央

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
矢

島
総
合
支
所
内
に
南
部
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。

の
資
質
能
力
向
上
の
た
め
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
７
月
に
は
公
開
研
究
会

を
開
催
し
授
業
提
示
を
行
う
。

　住
民
の
安
全
確
保
の

　ため
に
！

Ｑ
．
サ
イ
レ
ン
の
み
で
情
報
を

伝
達
し
て
い
る
地
域
で
、
住
民

の
安
全
確
保
対
策
は
ど
う
す
る

の
か
。

Ａ
．
サ
イ
レ
ン
の
老
朽
化
に
伴

い
、
防
災
行
政
無
線
の
屋
外
拡

声
子
局
に
置
き
換
え
て
い
き
、

音
声
で
情
報
伝
達
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
く
。

　
平
成
29
年
度
は
鳥
海
地
域
７

カ
所
、
平
成
30
年
度
は
西
目
地

域
３
カ
所
、
矢
島
地
域
５
カ
所

に
設
置
し
て
い
く
。

由利本荘市分譲地 分譲価格【H29.6.1～】 　    （円／㎡）

地　域　名 分譲地名称 新単価 残区画数

計

岩 城 地 域
富田根本団地①

富田根本団地②

富田根本団地③

サンガーデン大琴

鶴ヶ平分譲地①

鶴ヶ平分譲地②

下野分譲地

寺田分譲地

潮騒の丘ニュータウン

5,200
6,300
7,300
6,300
4,800
5,500
3,800
6,000

19,700

東由利地域

鳥 海 地 域

由 利 地 域
西 目 地 域

5

12

24

1
9

2

53

　アク
テ
ィ
ブ
・

　ラー
ニ
ン
グ
へ
向
け
て

Ｑ
．
取
り
組
み
の
状
況
は
。

Ａ
．
西
目
小
・
中
学
校
が
県
の

実
践
フ
ィ
ー
ル
ド
校
と
し
て

「
新
た
な
学
び
に
関
す
る
教
員

もりのあそびばイメージ図
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・財務省　　　　　　　　　　　　　　　・国土交通省

・東北農政局　　　　　　　　　　　　　・衆議院参議院県選出国会議員

・秋田県議会　　　　　　　　　　　　　・東北地方整備局

・東北地方整備局秋田河川国道事務所　　・秋田県知事

・東北地方整備局鳥海ダム工事事務所　　・由利地域振興局

〔道路・鉄道関係〕
１．平成３０年度道路整備予算の重点配分

２．日本海沿岸東北自動車道の早期整備

３．一般国道７号の危険個所の早期解消

４．一般国道１０７号「本荘道路」の早期４車線化

５．県管理国道５路線の狭隘区間の早期整備等

６．県道の狭隘区間の早期整備等

７．鳥海山ろく周遊観光促進のための県道の整備等

８．市道猿倉花立線の復旧支援

９．都市計画道路「停車場栄町線」の早期完成

１０．羽越本線の高速化及び複線化並びに羽越新幹線建設の促進

〔河川・砂防関係〕
１１．平成３０年度治水事業予算の確保

１２．一級河川子吉川の改修事業等の促進

１３．鳥海ダムの早期建設

１４．一級河川子吉川水系芋川河川改修の早期完成

１５．一級河川子吉川水系鮎川の整備促進

１６．土砂災害危険個所への対策等

１７．海岸浸食への対策

１８．市沿岸地域への飛砂対策

〔農政関係〕
１９．中山間地域等における農業施策の充実・強化

２０．強い農林水産業のための基盤整備予算の確保

２１．多面的機能支払交付金（資源向上支払）予算の確保

〔工業振興関係〕
２２．新たな県営工業団地の整備

〔地域医療関係〕
２３．地域医療の充実強化

〔災害対策関係〕
２４．豪雪地域に対する支援の継続と拡充

２５．防災対策交付金制度の拡充

市議会と市当局で
合同要望！！

平成２９年６月２７日から

２９日までの３日間、県内、

仙台、東京の関係機関

へ本市の課題について

要望活動を行いました。

要 望 先

要 望 内 容

財務省での要望

合同要望書

秋田河川国道事務所での要望

○：賛成　×：反対
議案の表決結果一覧表

※採決で賛否が分かれた案件を掲載しております。ほかは全て全会一致で可決されました。

※鈴木和夫議長は採決に加わりません。　※社民党：社会民主党　共産党：日本共産党

公
明
党

社
民
党

共
産
党

無
所
属

表
決
数 議 

決 

結 

果

原案可決

高　志　会 市　民　創　風
会派・
議員名

議案

無
所
属

賛

　成

反

　対

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ― ２２ ２

鈴
木

　和
夫

村
上

　
　亨

佐
々
木
隆
一

今
野

　英
元

伊
藤

　岩
夫

井
島
市
太
郎

佐
々
木
慶
治

渡
部

　
　功

高
野

　吉
孝

吉
田

　朋
子

三
浦

　
　晃

大
関

　嘉
一

渡
部

　専
一

佐
藤

　譲
司

佐
藤

　
　勇

三
浦

　秀
雄

髙
橋

　和
子

湊

　
　貴
信

梶
原

　良
平

土
田
与
七
郎

長
沼

　久
利

渡
部

　聖
一

高
橋

　信
雄

佐
藤

　賢
一

伊
藤

　順
男

議案第１０７号

議案第１０７号：国民健康保険税条例の一部を改正する条例案

○
秋
田
由
利
牛
生
産
基
盤
整
備
事
業
基
金
条
例

　
　
秋
田
由
利
牛
生
産
基
盤
整
備
事
業
基
金
を

設
置
し
、
畜
産
農
家
の
経
営
安
定
と
そ
の
基

盤
強
化
を
図
る
た
め
に
制
定
す
る
も
の
。

〇
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　
　
今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
定
に

伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

〇
特
別
導
入
事
業
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　
　
特
別
導
入
事
業
基
金
を
廃
止
す
る
た
め
、

条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

〇
市
営
住
宅
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　
　
市
営
住
宅
松
涛
団
地
、
山
寺
団
地
、
観
音

下
団
地
、
天
鷺
団
地
及
び
愛
宕
西
団
地
の
一

部
用
途
廃
止
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。

条 

例 

関 

係

条 

例 

関 

係
（
主
な
も
の
）

○
物
品
（
除
雪
ド
ー
ザ
）
購
入
契
約

　
契
約
金
額
　
　
　
１
８
２
８
万
４
千
円

　
契
約
の
相
手
方

　
　
コ
マ
ツ
秋
田
株
式
会
社
　
由
利
支
店

〇
物
品（
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
）購
入
契
約

　
契
約
金
額
　
　
　
５
２
１
６
万
４
千
円

　
契
約
の
相
手
方
　
猿
田
興
業
株
式
会
社

〇
物
品（
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
）購
入
契
約

　
契
約
金
額
　
　
　
２
５
９
８
万
４
千
円

　
契
約
の
相
手
方
　
　
（
株
）
高
義
商
会

契 

約 

関 

係

契 

約 

関 

係

人 

事 

案 

件

●
教
育
委
員
会
教
育
長
（
任
期
　
３
年
）

　佐
々
田
　亨
　三
　氏
（
再
任
）

岩
城
地
域
　岩
城
亀
田

●
教
育
委
員
会
委
員
（
任
期
　
４
年
）

　佐
　藤
　道
　昭
　氏
（
新
任
）

　
　
　
　
　
　
　本
荘
地
域
　花
畑
町
　

●
人
権
擁
護
委
員
（
任
期
　
３
年
）

　保
　科
　良
　子
　氏
（
再
任
）

本
荘
地
域
　大
中
ノ
沢

　遠
　藤
　勇
　喜
　氏
（
再
任
）

本
荘
地
域
　赤
田
　
　

　新
　田
　眞
紀
子
　氏
（
新
任
）

西
目
地
域
　沼
田
　
　

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
任
期
　
３
年
）

　澤
　田
　宣
　夫
　氏
（
再
任
）

本
荘
地
域
　石
脇
　
　

　斎
　藤
　弘
　隆
　氏
（
再
任
）

本
荘
地
域
　一
番
堰
　

　佐
　藤
　源
　市
　氏
（
新
任
）

由
利
地
域
　吉
沢
　
　

●
農
業
委
員
会
委
員
　
24
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
任
期
　
３
年
）

さ

　さ

　だ

こ
う

　
　ぞ
う

さ

　と

　う

ど
う 

 
 

し
ょ
う

ほ

　し

　な

り
ょ
う

　 

こ

え
ん

　
　ど
う

ゆ
う

　
　 

き

さ
わ

　
　

 

た

の
ぶ

　
　 

お

さ
い

　
　と
う

ひ
ろ

　
　た
か

さ

　と

　う

げ
ん

　
　い
ち

に

　

 

っ 

　た

ま

き

こ

●
路
線
の
廃
止

　
・
尾
花
沢
６
号
線

　　　　　（
位
置
指
定
道
路
の
寄
附
受
納
に
伴
う
路
線
の
見
直
し
）

　
・
南
ノ
股
本
線

　　　　　（
併
用
林
道
協
定
の
更
新
に
伴
う
終
点
の
見
直
し
）

●
路
線
の
認
定

　
・
一
番
堰
27
号
線

　　　　　（
開
発
行
為
に
伴
い
新
た
に
設
置
）

　
・
尾
花
沢
６
号
線

　　　　　（
位
置
指
定
道
路
の
寄
附
受
納
に
伴
う
路
線
の
見
直
し
）

　
・
南
ノ
股
本
線

　　　　　（
併
用
林
道
協
定
の
更
新
に
伴
う
終
点
の
見
直
し
）

市
道
２
路
線
を
廃
止
３
路
線
を
認
定

市
道
２
路
線
を
廃
止
３
路
線
を
認
定

６月定例会で審議した請願の結果は
次のとおりです

また、委員会発案の「意見書」が原案のとおり可決され、関係機関に送付されています。

意 見 書

内閣総理大臣

内閣官房長官

ほか各大臣

委員会発案第１号

地方財政の充実・

強化を求める意

見書の提出につ

いて

委員会発案第１号

地方財政の充実・

強化を求める意

見書の提出につ

いて

◆
請
願
第
１
号

　
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
請
願

紹
介
議
員

　今
野

　英
元

連
合
秋
田
本
荘
地
域
協
議
会

　
　
　

議
長

　猪
股

　
　修

：

：

：

：：

採

択

　平成２９年６月定例会は、５月１５日から６月１４日までの３１日間の日程で開催されました。

　今定例会では、市長選挙後の市長・教育長の所信表明が行われ、当初（３月定例会）予算を骨

格予算としていたことから、当初一般会計予算に肉付け予算として１６億３４００万円余りが追

加補正されました。

　市の提出案件は、人事案件、条例関係、契約締結、補正予算など７４件で、いずれも原案のとお

り同意、承認、可決したほか、請願１件を採択とし、委員会発案（意見書提出）１件を原案のとおり可決しました。

　また、３日間にわたって会派代表質問・一般質問に１１人が登壇し、施政方針、教育方針、福祉施策、観光及び地域

振興施策、市の空き家対策など、多岐にわたる質問をしました。

６月
定例会

■ 一般会計補正予算

16億3409万1千円
を追加

462億6409万1千円総
額

補正予算の主なもの

防犯灯ＬＥＤ化事業
地域の防犯灯をすべてＬＥＤ化し、

維持費の軽減を図る

2億8700万円 1億4614万円 1億162万円

1億円 1億8817万円 2000万円

1億1152万円 4296万円 3232万円

（仮称）木のおもちゃ美術館
整備事業
旧鮎川小学校を活用

同報系防災行政無線
屋外拡声子局増設事業
鳥海、矢島、西目に増設

道路維持事業
住民要望に応え、市内の道路、側溝

などの整備を行う

民間保育園改築事業
小友保育園への補助

（仮称）北部学校
給食センター建設事業
地質調査・実施設計費

地域密着型
介護施設整備事業
整備事業者への補助

秋田由利牛
生産基盤整備事業基金
小規模畜産経営維持拡大支援など

西目カントリーパーク
サッカー場大規模改修事業
管理の外壁張替、休憩所の設置など

同報系
防災行政無線
屋外拡張器などを
介して、市役所から
住民などに対して
直接・同時に情報
を伝えるシステム。
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　議会だよりの研修先を検討した中で、インターネットでみた

「由利本荘市議会だより」が目につき、学んでみたくなり研修に

来ました。……奥州市議会広報編集委員会の菅原由和委員長の

ごあいさつでした。

（１）議会だよりの編集方針

（２）見やすい議会だより
　　　　　　　　    つくりへのこだわり

・常任委員会報告について

・市民の声の取り上げ方について

・一般質問記事に係る工夫について

視
察
内
容

平成１８年２月に水沢市・江刺市・前
沢町・胆沢町・衣川村の５市町村が
合併し「奥州市」となりました。人口
は１２万４千人、面積は９９３．３０平方キ
ロメートルと広大で、西は秋田県に接
しています。また、「えさし藤原の郷」
など多くの名勝・観光地があります。

奥州市ミニ情報

岩手県奥州市議会 議会広報編集委員会６名が来訪

平成２８年度の行政視察の受け入れ状況をお知らせします

ようこそ由利本荘市へ

　毎年、全国各地の議会から、本市の行政の取り組み状況や関連施設について視察の方々が

訪れています。視察団体、視察内容は次のとおりです。

９団体５６人が来訪

視察団体 視察内容 視察日 視察人数

群馬県安中市議会

鳥取県米子市議会

東京都羽村市議会

和歌山県

埼玉県熊谷市議会

北海道旭川市議会

神奈川県小田原市議会

移住定住促進事業について

コニュニティ・スクールの推進について

小中学校の学力向上の取り組みについて

学力向上の取り組みについて

まるごと営業本部の取り組みについて

中学生ピロリ菌抗体検査事業について

宮城県東松島市議会
学力向上策について
コミュニティ・スクールについて

学力向上の取り組みについて
カダーレの運営事業について

カダーレについて
（施設の概要、文化振興について）

7月21日

10月 6日

10月13日

10月14日

11月 4日

11月 8日

11月 9日

7月13日

10月12日

7

5

7

13

1

1

10

4

8千葉県松戸市議会

平
成
２９

年
４
月
２５

日

議会だよりを学びに

市民が見やすい
　　　　議会だよりをつくりたい


